
病院のホームページに掲載している畑山院長のエッセイです。
月に1回くらい、脳外科診療や日常生活で感じている想いを軽妙なタッチで書き連ねています。

ご興味ありましたらQRコードから過去の内容もご覧下さい。

年末の⼤掃除での出来事です。
院⻑室でイスに乗って本棚の上を拭いていたら、急に転げ落ちて後頭部を切ってしまいました。
どうして︖って思ったら、イスが少し古かったこともあって、⽀柱の 1本が折れていました…
出⾎を押さえながら急患室に⾏き、当直医に縫合してもらえましたが、驚きつつも優しく介抱し
てくれたスタッフ達が⼿前味噌ながら天使に⾒えました（笑）。
幸いキズも順調に治りましたが、これまでたくさんの⽅の頭⽪を縫わせてもらったものの、⾃分
の頭⽪を縫ってもらったのは初めてです。
洗った時とか、枕に触れたときとか、頭のキズってこんなに痛いのかと改めて痛感しました。

⼿術の後、どうしてもキズは痛むものですが、外科医は「⼿術したから当たり前」
という気持ちを抱きがちです。
もちろん患者さんも、治療のためですから仕⽅ないということはわかっているでしょう。
でも、病気が原因でも治療が原因でも、痛いものは痛いわけで、
理由に関係なく和らげてほしいと願うのは当然のことです。
むかし先輩から「⼿術の後は痛がっている⽅が患者の意識が確認できて好都合」と教わりましたが、
とんでもないことだったと思い直しています。
ちょっと切ってもこれだけ痛いのですから、
病気による頭痛だけじゃなく、
⼿術による痛みにも思いやりの気持ちを⾼めながら、
2026年もしっかりと治療に携わって
いきたいと思っています。

どんな理由でも痛いものは痛い
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